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安
世
高
か
ら
一
遍
・
円
測
・
常
騰
へ�

落
合 

俊
典

　

古
写
経
の
研
究
に
長
年
従
事
し
て
い
る
と
、
時
折
思
わ
ぬ

展
開
に
眼
が
眩
む
こ
と
が
あ
る
。
相
当
昔
の
こ
と
に
な
る

が
、
安
世
高
（
～
一
八
六
～
）
の
失
わ
れ
た
漢
訳
経
典
が
十
三

世
紀
の
鎌
倉
写
経
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
梶

浦
晋
氏
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
そ
の『
十
二
門
経
』

と
や
ら
は
隋
の
仁
寿
二
年
（
六
〇
二
）
に
編
集
さ
れ
た
経
録

（『
仁
寿
録
』
巻
五
）
に
欠
本
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
書
物
を
確
認
す
る
手
立
て
は
引
用
文
と
の
照

合
以
外
に
手
段
は
な
い
が
、
幸
い
郗
超
（
三
三
六
～
三
七
八
）

の
「
奉
法
要
」（『
弘
明
集
』
巻
十
三
）
に
「
十
二
門
経
云
く
、
有

る
時
自
ら
計
（
か
ん
が
）
え
る
に
我
は
端
正
に
し
て
好
し
。
す

な
わ
ち
ま
さ
に
自
ら
念
ず
る
に
身
中
に
（
端
正
好
）
有
る
と
こ

ろ
な
し
。
た
だ
肝
臓
・
腸
・
胃
・
肺
・
骨
・
血
・
屎
・
溺
あ
る
の

み
。
何
等
を
好
有
る
と
な
す
や
。
ま
た
他
人
の
身
中
を
観
る

に
、
悪
露
み
な
是
の
如
し
。」（『
大
正
蔵
』
五
二
巻
八
七
頁
下
段
）

と
あ
っ
て
ほ
ぼ
一
致
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
安
世
高
訳

『
安
般
守
意
経
』
の
後
半
に
付
加
さ
れ
て
い
た
も
の
が
誰
も
気

付
か
ず
に
転
写
さ
れ
て
天
野
山
金
剛
寺
の
一
切
経
に
所
蔵
さ

れ
る
に
至
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
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金
剛
寺
と
言
え
ば
書
名
未
詳
の
和
綴
じ
本
が
出
て
き
た
時

に
も
頭
の
中
が
グ
ル
グ
ル
回
っ
た
。
仮
に『
念
仏
要
文
抄
』（
金

剛
寺
聖
教
二
八
―
四
五
）
と
命
名
し
た
が
、
こ
こ
に
「
踊
念
仏

和
讃
」
な
る
も
の
が
入
っ
て
い
た
。
和
讃
に
は
馴
染
み
が
薄

く
、
ま
た
少
し
く
誤
写
も
見
え
た
の
で
す
ん
な
り
読
む
ま
で
時

間
を
要
し
た
が
、
ほ
ぼ
解
析
で
き
た
刹
那
に
は
こ
の
和
讃
の

表
現
が
蝶
の
舞
う
よ
う
に
飛
翔
す
る
の
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

　
『
一
遍
聖
絵
』
に
天
台
僧
の
難
詰
に

　
　

は
ね
ば
は
ね
よ 

お
ど
ら
ば
を
ど
れ 

　
　
　

は
る
こ
ま
の 

の
り
の
み
ち
を
ば 

し
る
人
ぞ
し
る

　

と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
「
踊
念
仏
和
讃
」
に
は
相
い
通
じ
る

表
現
と
し
て

　
　

仏
と
る
道
し
ら
ず
と
も　

教
え
の
ま
ま
に
と
な
う
べ
し

　
　
　

知
て
仏
と
る
人
は　

仏
を
し
る
と
い
は
ぬ
か
な

　
　
　
　

知
ら
で
仏
を
と
る
人
ぞ　

仏
を
知
る
に
あ
ら
ぬ
か
な

　
（
中
略
）

　
　

歓
喜
踊
躍
の
心
に
て　

踊
れ
や
踊
れ
小
児
ど
も

　
　
　

聖
の
教
え
に
し
た
が
い
て　

次
第
と
れ
と
れ
小
児
ど
も

こ
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
い
和
讃
の
唱
導
に
依
っ
て
踊
念
仏

が
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
遍
は
同
語
反
復
を
重
層
さ

せ
な
が
ら
浄
土
教
の
神
髄
に
迫
ろ
う
と
す
る
表
現
が
多
い
が
、

ま
さ
に
こ
の
和
讃
は
そ
の
的
を
射
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
な
い
。
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つ
ぎ
に
尾
張
徳
川
藩
に
伝
来
し
た
古
写
経
『
神
通
論
』
一
巻

が
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
判
読
し
難
い
文
献

で
あ
っ
た
。
依
頼
さ
れ
て
何
と
か
読
み
解
く
と
新
羅
の
学
僧

円
測
（
六
一
三
～
六
九
六
）
の
著
述
と
分
か
っ
た
。
こ
の
話
題

を
耳
に
し
た
韓
国
の
書
誌
学
会
の
会
長
が
異
常
と
思
え
る
ほ

ど
の
関
心
を
持
ち
写
真
を
懇
願
所
望
し
て
ソ
ウ
ル
金
浦
空
港

ま
で
追
い
か
け
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
当
時
発

掘
さ
れ
た
光
州
の
寺
院
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
等
の
文

字
資
料
と
近
似
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
美
術
館
の
許
し

を
得
て
い
な
い
の
で
お
断
り
す
る
と
何
度
も
写
真
に
穴
が
開

く
ほ
ど
見
つ
め
て
い
た
の
に
は
ほ
と
ほ
と
困
っ
た
。
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ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
七
波
が
静
ま
り
か
け
た
頃
、
古
写

研
の
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
浅
野
学
君
が
真
福
寺
善

本
目
録
に
『
法
華
論
』
が
載
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
き
た
。

黒
板
目
録
を
繙
い
て
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

元
奥
書
の
「
天
平
勝
宝
七
歳
」（
七
五
五
）
云
々
と
い
う
記

載
が
地
響
き
の
よ
う
に
轟
い
た
の
で
あ
る
。
小
田
原
の
聖

「
経
源
」（
～
一
一
一
三
～
）
の
移
点
記
録
も
あ
り
、
書
写
者
は

「
慶
玄
」
で
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
四
月
の
こ
と
だ
と
い
う
。

す
ぐ
さ
ま
鳥
居
和
之
大
須
文
庫
長
に
お
願
い
し
て
閲
覧
す
る

と
、表
に
も
裏
に
も
書
名
未
詳
本
か
ら
の
写
し
書
き（「
移
導
」）

が
緻
密
に
し
か
も
山
の
よ
う
に
夥
し
く
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
書
の
素
性
を
突
き
止
め
よ
う
と
何
日
も
苦
労
し
て
い
た

が
、
手
掛
か
り
が
韓
国
東
国
大
学
校
の
金
天
鶴
教
授
の
論
文

に
あ
っ
た
。
奈
良
の
博
物
館
で
「
大
安
寺
展
」
を
見
に
行
く

予
定
が
迫
り
、
新
幹
線
の
中
で
も
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
乗
換

駅
直
前
で
書
名
（
逸
書
『
法
華
論
注
』
三
巻
）
が
判
明
し
た
。

し
か
も
そ
の
人
物
は
大
安
寺
僧
で
あ
り
、
後
に
梵
釈
寺
別
当

と
崇
福
寺
検
校
を
兼
ね
た
常
騰（
七
四
〇
～
八
一
五
）で
あ
る
。

「
大
安
寺
展
」
は
殊
の
外
、
感
慨
深
い
展
観
と
な
っ
た
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
執
筆
し
た
「
慶
玄
」
を
調
べ
る
と
真

言
律
僧
叡
尊
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）
の
父
と
い
う
。
合
点

が
行
く
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
父
に
し
て
こ

の
子
あ
り
、
こ
の
子
に
し
て
こ
の
父
あ
り
、
と
。
学
僧
叡
尊
の

自
伝
『
感
身
学
正
記
』
や
著
述
を
見
る
と
細
部
ま
で
実
に
丁

寧
に
推
敲
し
、
綿
密
な
考
証
を
経
て
自
誓
授
戒
の
戒
律
復
興

を
高
唱
し
た
人
物
の
姿
勢
が
目
の
当
た
り
に
浮
か
ぶ
。

　

こ
の
真
福
寺
本
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
は
中
野
直
樹
氏
と

浅
野
学
君
か
ら
論
考
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
特
集
と
し
た
。
是

非
一
読
し
て
古
写
経
の
種
々
相
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
・
日
本
古
写
経
研
究
所
所
長
）
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いとくら：�私たちが調査している古写経を収める「経蔵」からの造語。「経」を意味するサンスクリット語 “sutra” には「いと」などの
意味があり、また「経」には「たていと」という読みがあることから、「経蔵」を「いとくら」と読んでニュースレターのタイトル
としました。
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特　集真
福
寺
蔵『
法
華
論
』の
紹
介
と
史
料
的
価
値

浅
野
　
学

いとくら　 3

北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
は
名
古
屋
市
中
区
大
須
に
あ
る
真

言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
で
、
一
般
に
大
須
観
音
と
称
さ
れ

て
い
る
。
真
福
寺
の
経
蔵
で
あ
る
大
須
文
庫
に
は
、
国
宝
や
重

要
文
化
財
な
ど
を
含
む
貴
重
な
古
典
籍
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
総
数
は
お
よ
そ
一
万
五
千
巻
に
達
す
る
と
い
う
。

以
前
か
ら
日
本
古
写
経
本
の
『
法
華
論
』（『
妙
法
蓮
華
経
憂
波

提
舎
』）
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
筆
者
は
、
そ
の
過
程
で
大
須
文

庫
に
菩
提
流
支
訳
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
一
巻
本
（
以
下
、

真
福
寺
写
本
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
た
。
こ
の
真

福
寺
写
本
は
、
黒
板
勝
美
編
『
真
福
寺
善
本
目
録
』
続
輯
（
六
頁
）

及
び
智
山
伝
法
院
編
『
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
』
下
巻
（
五
二
五

～
五
二
六
頁
）
に
よ
っ
て
既
に
そ
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
幸
い
に
も
筆
者
は
日
本
古
写
経
研
究
所
所

長
落
合
俊
典
先
生
の
ご
厚
意
に
預
か
り
、
二
〇
二
二
年
四
月

二
十
二
日
に
第
一
回
目
と
な
る
大
須
文
庫
実
地
調
査
の
機
会

を
賜
っ
た
。
当
日
は
大
須
文
庫
長
鳥
居
和
之
先
生
の
監
督
の

も
と
、
落
合
俊
典
先
生
、
前
島
信
也
先
生
、
中
野
直
樹
先
生
と

ご
一
緒
に
調
査
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
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真
福
寺
写
本
の
特
徴
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
全
篇

に
わ
た
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
朱
筆
の
訓
点
と
、
本
文
に
対
す
る

注
釈
と
見
ら
れ
る
膨
大
な
書
き
入
れ
と
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
本
史
料
の
朱
点
に
関
す
る
考
察
は
、
中
野
直
樹
先
生
の

論
考
「
真
福
寺
蔵
『
法
華
論
』
は
天
平
勝
宝
七
年
の
訓
点
を
伝

え
る
か
」（
本
誌
五
〜
六
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

書
き
入
れ
は
、
細
か
な
筆
に
よ
っ
て
上
下
欄
外
や
本
文
の
傍
、

ま
た
紙
背
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
当
時
熱
心
に
研
鑽
さ

れ
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、

唐
代
法
相
宗
の
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
か
ら
の
引
用
が
頻
繁

に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
に
「
注
云
…
」
の
形
で

記
さ
れ
る
書
き
入
れ
も
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
如
何
な
る

性
格
の
注
記
で
あ
る
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
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＊　
　
　
　
　
　
　
　

本
文
の
「
為
説
雲
雨
譬
喩
應
知
」（
第
二
十
四
紙
）
と
い
う
記
述

の
紙
背
に
は
「
此
譬
有
三
。
一
草
木
譬
即
顕
本
性
差
別
。
二
雲

雨
譬
即
顕
□
（
判
読
不
能
。「
理
」
の
異
体
字
か
）
教
一
味
。
三
受
潤

即
顕
成
行
差
別
教
。
雖
平
等
本
性
差
別
。
性
差
別
故
受
教
成
行

（
以
下
略
）」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
る
。
こ
の
書
き
入
れ
に
関
し

て
は
、
最
初
に
落
合
俊
典
先
生
が
金
天
鶴
先
生
の
論
文
「
金
沢

文
庫
所
蔵
、円
弘
の『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』に
つ
い
て
」（
一
五
九

頁
）
で
一
致
箇
所
を
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
筆
者
も
検
討

を
行
な
っ
た
。

金
天
鶴
先
生
は
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
湛
叡
『
華
厳
五
教
章

算
釈
』
で
引
用
す
る
『
法
華
論
常
騰
注
』（
以
下
、『
法
華
論
注
』
。

現
在
散
逸
）
が
、
円
弘
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』（
以
下
、『
子
注
』）
と

パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
と
真
福
寺

写
本
の
書
き
入
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
「
法
華
論
常
騰
注
中
巻

云
。
此
譬
有
三
。
一
草
木
譬
即
顕
能
受
之
因
。
二
雲
雨
譬
即
顕
所

稟
之
教
。
三
受
潤
譬
即
顕
受
以
成
行
之
。
即
種
子
有
二
種
。
一
本

性
住
種
子
。
二
習
所
成
種
子
（
以
下
略
）」
と
、
傍
線
部
で
示
し
た

箇
所
が
一
致
す
る
。『
法
華
論
注
』
と
『
子
注
』
と
が
パ
ラ
レ
ル
で
あ

る
こ
と
に
比
す
る
と
、
真
福
寺
写
本
の
書
き
入
れ
は
パ
ラ
レ
ル
で

は
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
一
致
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
書
き
入

れ
が
、『
法
華
論
注
』『
子
注
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

『
い
と
く
ら
』
第
十
一
号
（
六
頁
）
で
も
紹
介
し
た
、
金
炳
坤
先

生
に
よ
る
『
法
華
論
』
諸
本
の
分
類
法
に
従
っ
て
、
真
福
寺
写
本

の
テ
キ
ス
ト
系
統
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
真
福
寺
写
本
は
興
聖

寺
本
や
七
寺
本
な
ど
の
日
本
古
写
経
本
と
も
異
な
る
、
独
自

の
形
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
わ
か
っ
た
。

真
福
寺
写
本
の
巻
首
に
は
帰
敬
頌
と
帰
命
頌
と
が
あ
り
、
序

品
に
「
自
此
以、

下
示
現
所
説
法
因
果
相
應
知
」
、
方
便
品
に
も

「
自
此
已、

下
示
現
所
説
法
因
果
相
應
知
」
と
あ
る
。
そ
の
た
め

真
福
寺
大
須
文
庫
蔵『
法
華
論
』（
鎌
倉
写
本
）



4 いとくら　

真
福
寺
写
本
は
、
先
の
分
類
法
で
区
分
さ
れ
る
五
種
の
内
に
は

収
ま
ら
な
い
テ
キ
ス
ト
に
当
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

真
福
寺
写
本
の
巻
末
を
見
る
と
、
本
奥
書
に
は
「
點
本
云
天

平
勝
寶
七
年
歳
次
乙
未

年
三
月
廾
七
日
僧
定
馥
師
／
治
暦
四
年
戊申

二
月
廿
六
日
未尅

小
田
原
山
寺
迎
接
房
移
點
已
畢
仮
名
比
丘
経

源
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
経
（
１
）

源
が
天
平

勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
の
年
記
及
び
定
馥
（
出
自
不
詳
）
の
記
名

を
有
す
る
『
法
華
論
』
に
付
さ
れ
て
い
た
訓
点
を
、
治
暦
四
年

（
一
〇
六
八
）
ま
で
に
、
或
る
『
法
華
論
』（
底
本
不
明
）
に
移
点

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
書
写
奥
書
に
は
「
元
久
二
年

四
月
廾
一
日
於
菩
提
山
慈
恩
院
移
點
畢
／
（
願
文
）
僧
慶
玄
」

と
あ
る
。
併
せ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
経
源
に
よ
っ
て
移
点

が
施
さ
れ
た
『
法
華
論
』
を
底
本
と
し
て
、
慶
（
２
）

玄
が
元
久
二
年

（
一
二
〇
五
）
ま
で
に
、
本
文
及
び
訓
点
を
転
写
し
た
写
本
が
、

今
に
伝
わ
る
真
福
寺
写
本
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

加
え
て
傍
書
に
は
「
同
十
五
日
一
交
了
／
同
年
七
月
十
■

（
虫
損
。「
二
」或
い
は「
三
」か
）日
辰
時
於
同
處
移
導
畢
」と
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
移
導
」
と
は
、
本
史
料
の
特
徴
か
ら
も
、
お
そ
ら

く
或
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
注
釈
を
移
し
記
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

用
語
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

先
の
本
奥
書
に
記
さ
れ
る
天
平
勝
宝
七
年
本
に
つ
い
て
、
実

は
筆
者
に
は
同
じ
年
記
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
に
心
当
た
り
が

あ
っ
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
発
行
の
『
日
本
大
蔵
経

編
纂
会
会
報
』
第
二
十
三
号
に
掲
載
さ
れ
る
円
珍
『
法
華
論
記
』

の
解
題
で
は
「
又
此
の
後
魏
譯
に
も
藏
經
本
と
單
行
本
と
の
二

本
我
邦
に
流
傳
せ
る
が
、
明
治
四
十
二
年
八
月
の
交
、
東
本
願

寺
事
務
總
長
石
川
舜
台
老
師
よ
り
天
平
勝
寶
七
年
の
願
經
を
借

覽
し
て
對
校
せ
し
に
、
單
行
本
遙
に
優
れ
居
る
を
以
て
、
此
單

行
本
に
藏
經
本
の
差
異
を
傍
書
し
て
記
に
會
合
し
、
以
て
閲
覽

の
便
を
計
り
た
り
」（
二
頁
上
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
日
本
大
蔵

経
本
『
論
記
』
の
校
訂
者
は
、『
法
華
論
』
を
会
合
す
る
際
に
、

石
川
舜
台
老
師
か
ら
借
り
た
天
平
勝
宝
七
年
本
を
、
蔵
経
本
及

び
単
行
本
と
対
校
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
か
ら

凡
そ
百
十
数
年
ほ
ど
前
の
話
で
あ
る
が
、
そ
の
天
平
勝
宝
七
年

本
が
現
在
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

天
平
勝
宝
七
年
本
は
、
年
記
の
一
致
か
ら
真
福
寺
本
の
底
本
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

二
〇
二
二
年
七
月
一
日
に
実
施
し
た
第
二
回
目
の
大
須
文
庫

実
地
調
査
で
ご
一
緒
し
た
万
波
寿
子
先
生
か
ら
は
、
真
宗
大
谷
派

石
川
舜
台
老
師
所
縁
の
寺
院
が
石
川
県
や
富
山
県
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
の
寺
院
に
は
、
石
川
舜

台
老
師
の
蔵
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
天
平
勝

宝
七
年
本
も
そ
こ
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　

先
述
の
通
り
、
朱
点
、
書
き
入
れ
、
本
文
の
系
統
な
ど
独
自
の

特
徴
を
有
す
る
真
福
寺
写
本
の
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。

さ
ら
に
、
も
し
天
平
勝
宝
七
年
本
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
真
福
寺

写
本
と
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
探
査

に
期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
大
学
院
生
）

（
1
）『
元
亨
釈
書
』巻
第
十
一
に
は「
釋
經
源
。
洛
京
人
也
。
居
二

興
福
寺
一

。

學
二

相
宗
一

。
移
住
二

小
田
原
練
若
一

。
修
二

密
法
一

」（『
大
日
本
仏
教
全

書
』
第
一
〇
一
冊
、
二
七
三
頁
上
）
と
あ
る
。

（
2
）『
律
苑
僧
宝
伝
』
巻
第
十
二
の
興
正
菩
薩
伝
に
は
「
考
姓
源
。
後
爲
レ

僧

號
二

慶
玄
一

」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
〇
五
冊
、
二
五
八
頁
上
）

と
あ
り
、
叡
尊
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
年
）
の
父
（「
考
」
は
亡
父

の
意
）
が
慶
玄
と
い
う
名
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
年

代
的
に
も
真
福
寺
本
を
書
写
し
た
人
物
は
、
叡
尊
の
父
の
慶
玄
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

【
参
考
文
献
】

黒
板
勝
美
編
『
真
福
寺
善
本
目
録
』
続
輯
、
一
九
三
六
年

智
山
伝
法
院
編
『
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
』
下
巻
、
一
九
九
八
年

金
天
鶴
「
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
」

『
印
仏
研
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
年

金
炳
坤「
流
支
訳『
法
華
論
』の
流
布
本
に
つ
い
て
―
序
品
を
中
心
と
し
て
―
」

『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
』
二
〇
二
〇
年

拙
稿
「
興
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寺
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『
法
華
論
』」『
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』
第
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一
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、
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〇
二
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『
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本
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蔵
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会
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第
二
十
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、
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年
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七
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中
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鎌
倉
時
代
初
期
写
、
真
福
寺
蔵
『
法
華
論
』
一
巻
に
は
、
本
文
の
冒

頭
か
ら
漢
文
を
訓
読
す
る
た
め
の
訓
点
で
あ
る
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
・

句
読
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
従
っ
て
全
文
の
ほ
と
ん
ど

を
訓
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１
）
。
本
書
に
つ
い
て
は
中
田
祝
夫

（
一
九
五
四
、三
一
三
頁
）・
築
島
裕
（
一
九
九
六
、四
二
三
頁
）
が
喜
多
院

点
資
料
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が

ら
本
書
の
訓
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

本
書
の
ヲ
コ
ト
点
は
第
二
群
点
に
属
し
、
そ
の
中
で
も
喜
多
院
点

に
最
も
近
い
。
た
だ
し
、
喜
多
院
点
図
と
は
小
異
が
あ
る
（
図
２
）
。

本
書
の
ヲ
コ
ト
点
を
筆
者
が
帰
納
し
た
点
図
（
一
部
）
と
喜
多
院
点

図
（
一
部
。
築
島
（
一
九
八
六
）
よ
り
引
用
）
を
示
し
て
お
く
（
図
３
・

図
４
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

次
に
、
本
書
に
見
ら
れ
る
訓
点
の
加
点
年
次
を
知
る
た
め
に
、
本
書

の
奥
書
（
図
５
）
を
確
認
し
た
い
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
（
字
体
は
す
べ

て
通
行
の
も
の
に
直
し
た
。
■
は
虫
損
）
。

点
本
云
天
平
勝
宝
七
年
歳
次
乙
未

年
三
月
二
十
七
日
僧
定
馥
師

治
暦
四
年
戊申

二
月
二
十
六
日
未剋

小
田
原
山
寺
迎
接
房
移
点
已
畢
仮
名
比

丘
経①
源 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
十
五
日
一
交
了

　
　
　
　
　
　
　
　

同
年
七
月
十
■
日
辰
時

於
同
処
移
導
畢

　
　
　
　

元
久
二
年
四
月
二
十
一
日
於
菩
提
山
慈
恩
院
移
点
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
慶②
玄 

①
経
源
〔
法
相
宗
〕
大
和
興
福
寺
の
僧
な
り
、
経
源
は
京
都
の
人
、

興
福
寺
に
在
り
て
久
し
く
法
相
を
学
ふ
、
後
山
城
久
世
の
小
田
原

寺
に
住
し
て
密
法
を
修
練
し
、
某
年
寿
八
十
四
に
て
寂
す
（『
日
本

仏
家
人
名
辞
典
』
に
よ
る
）
。
経
源
が
迎
接
房
と
号
し
た
こ
と
は
中

田
氏
が
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。

②
『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
に
慶
玄
の
名
が
見
え
、「
父

興
福
寺
学
侶
慶
玄
［
従
源
氏
出
］
母
藤
原
氏
也
。」（
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
五
月
の
条
）
と
あ
り
、
叡
尊
の
父
で
あ
っ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。（『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
に
よ
る
）

本
文
・
訓
点
・
奥
書
は
い
ず
れ
も
同
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
云
々
の
奥
書
と
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
の

奥
書
は
本
奥
書
で
、
本
書
の
書
写
・
加
点
は
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

と
判
断
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
本
書
は
い
つ
の
時
代
の
訓
点
を

伝
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
冒
頭
の
奥

書
で
、
こ
れ
が
本
書
の
訓
点
に
か
か
わ
る
奥
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
書

は
八
世
紀
中
頃
の
訓
点
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
資
料
と
な
る
上

に
、
こ
れ
ま
で
九
世
紀
前
半
頃
に
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
加
点
が
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
説
に
対
し
て
四
、五
十
年
早
い
例
に
な
る
。

加
点
時
期
や
訓
点
の
新
古
を
考
え
る
際
に
は
、
奥
書
の
ほ
か
に
仮
名

字
体
や
字
音
声
点
の
体
系
を
ま
ず
確
認
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
本
書

の
仮
名
字
体
は
一
部
古
体
を
交
え
な
が
ら
も
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期

に
一
般
的
な
字
体
が
主
体
で
あ
り
、
字
音
声
点
は
加
点
例
が
乏
し
い

た
め
今
回
は
ヒ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。
ほ
か
に
、
訓
法
に
よ
っ
て
加
点
年

次
を
考
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
が
足
り
な
い
の
で
、

本
書
の
ヲ
コ
ト
点
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

本
書
の
ヲ
コ
ト
点
は
先
述
の
よ
う
に
喜
多
院
点
で
あ
る
。

喜
多
院
点
は
平
安
初
期
か
ら
存
在
し
、
そ
の
元
は
法
相
宗
元
興

寺
の
明
詮
（
七
八
九
～
八
六
八
）
か
ら
発
生
し
た
と
さ
れ
る
（
中
田

（
一
九
五
四
、六
四
五
〜
六
四
九
頁
）・
築
島
（
一
九
八
六
、一
二
頁
・

一
九
九
六
、四
〇
五
頁
））
。
と
す
れ
ば
、
本
書
の
ヲ
コ
ト
点
に
喜
多
院
点

が
使
わ
れ
て
い
る
以
上
は
、
明
詮
以
前
の
訓
点
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
冒
頭
の
天
平
勝
宝
七
年
云
々
の
奥
書
は
、

少
な
く
と
も
ヲ
コ
ト
点
に
は
関
係
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

図1 本書のヲコト点
　　仮名点・句読点

図2  喜多院点図に未記載の
　　 ヲコト点
　　 「＋」（「為」字左上）

図3　本書のから帰納したヲコト点図

図4　喜多院点図



6 いとくら　

本
書
の
ヲ
コ
ト
点
に
は
中
央
に
強
調
の
助
詞
と
し
て
「
イ
」
と
読
ま

せ
る
点
が
あ
っ
た
り
（
図
３
参
照
）
、「
者
」
字
を
ヒ
ト
と
読
ま
せ
た
り

す
る
訓
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
に
古
い
読
み
と
さ
れ
、
本
書
に
は

平
安
初
期
頃
の
古
形
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
古
形
を
残
す
資
料
に
は
平
安
中
期
以
降
の
加
点
に
お
い
て
も

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
天
平
勝
宝
七
年
の
訓
点
の
残
存
例
と

判
断
す
べ
き
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
本
書
は
古
形
を
含
む
治

暦
年
間
頃
の
喜
多
院
点
資
料
（
鎌
倉
初
期
移
点
）
と
見
る
の
が
穏
当
か

と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
鎌
倉
初
期
に
移
点
さ
れ
た
際
の
訓
点
の
改
変
は

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

本
書
の
奥
書
に
は
定
馥
・
経
源
・
慶
玄
の
僧
名
が
見
え
る
。
三
名
の

う
ち
、
定
馥
は
未
勘
だ
が
残
る
二
名
は
法
相
宗
関
係
の
僧
と
考
え
ら

れ
る
（
本
稿
注
①
・
②
）
。
小
田
原
山
寺
は
浄
瑠
璃
寺
、
菩
提
山
慈
恩

院
は
正
暦
寺
を
指
す
。
小
田
原
寺
は
、
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
に
興

福
寺
一
乗
院
の
祈
願
所
と
な
っ
て
お
り
（『
望
月
仏
教
大
辞
典
』）
、
そ

れ
以
前
か
ら
法
相
宗
と
の
関
り
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
築
島

（
一
九
九
六
、四
二
三
頁
）
も
参
照
）
。
正
暦
寺
は
興
福
寺
別
当
で
あ
っ

た
信
円
が
再
建
に
関
わ
る
な
ど
、
興
福
寺
と
関
係
が
あ
っ
た
（
大
原
弘

信
・
大
原
真
弓
（
一
九
九
二
、三
七
頁
））
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
本
書
に

法
相
宗
所
用
の
喜
多
院
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
行
研
究
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
自
然
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
鎌
倉
初
期
の
『
法
華
論
』
の
読
み
を
教
え
て
く
れ
る
大

変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
未
だ
調
査
の
及
ば
な
い
点
も
多
い
が
、
そ
の

ほ
か
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

【
参
考
文
献
】

大
原
弘
信
・
大
原
真
弓「
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
」『
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
』（
正

暦
寺
、
一
九
九
二
）

塚
本
善
隆
（
編
纂
代
表
）『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、

一
九
九
四
）

築
島
裕『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考（
ヲ
コ
ト
点
図　

仮
名
字
体
表
）』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
）

―
―
―
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
（
研
究
篇
）』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
）

中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
総
論
篇
）』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
五
四
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』（
大
谷
出
版
社
、

一
九
五
六
）

鷲
尾
順
敬
『
増
訂　

日
本
仏
家
人
名
辞
書
』（
東
京
美
術
、
一
九
八
六
、
増
訂
新
装

版
）

【
付
記
】

　

資
料
閲
覧
に
際
し
て
真
福
寺
当
局
よ
り
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　　
　
　

  （
常
葉
大
学
短
期
大
学
部　

専
任
講
師
）

図5　本書奥書



　

玄
奘
（
六
〇
二
―
六
六
四
）
訳
親
光
菩
薩
等
造
『
仏
地
経
論
』

（
六
四
九
年
十
一
月
二
十
四
日
訳
出
は
、
玄
奘
訳
『
仏
地
経
』（
六
四
五

年
七
月
十
五
日
訳
出
）
の
注
釈
で
あ
る
が
、
諸
師
の
学
説
を
合
糅
し

親
光
の
説
を
正
義
と
し
つ
つ
、
玄
奘
自
ら
の
教
学
も
反
映
さ
せ
る
べ

く
編
纂
的
に
翻
訳
さ
れ
た
。
玄
奘
は
後
に
同
様
の
手
法
で
護
法
等

菩
薩
造
『
成
唯
識
論
』（
六
五
九
年
閏
十
月
訳
出
）
を
訳
出
し
、
自
ら

の
教
学
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
『
成
唯
識
論
』
の
数
多
く
の
論

疏
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
が
、『
仏
地
経
論
』
の
論
疏
は
そ
の
所
在

も
含
め
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
お
い
て
九
人
の
綴
文
大
徳
の

一
人
に
あ
げ
ら
れ
、
ほ
か
に
も
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
証
文
や
『
成
唯

識
論
』
の
質
文
を
玄
奘
指
揮
下
で
担
当
し
た
靖
邁
（
生
没
年
不
詳
）

の
著
作
は
、
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

紹
介
す
る
『
仏
地
経
論
疏
』
も
靖
邁
に
関
す
る
近
年
の
研
究
に
お
い

て
は
所
在
不
明
の
文
献
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
こ
の
書
に
つ
い
て
、
大
屋
徳
城
氏
が
『
石
山
写
経
選
』

（
便
利
堂
、
一
九
二
四
）
の
な
か
で
、
法
宝
（
六
二
七
頃
―
七
〇
六
～

七
一
〇
頃
）『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
と
と
も
に
巻
一
・
二
・
六
が
石
山

寺
に
存
在
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
屋
氏
の
指
摘
の
後
に
も
、
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団

編
『
石
山
寺
の
研
究 

一
切
経
篇
』（
法
藏
館
、
一
九
七
八
）
、
同
『
石
山

寺
古
経
聚
英
』（
法
藏
館
、
一
九
八
五
）
の
両
書
に
お
い
て
、「
石
山
寺

一
切
経
」（「
附
第
六
函
」第
一
六
〇
号〈
巻
一
〉・
第
一
六
一
号〈
巻
二
〉・

第
一
六
二
号
〈
巻
六
〉）
に
平
安
時
代
初
期
の
写
本
と
し
て
現
存
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
の
写
本
閲
覧
と
翻
刻
許
可

を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
七
日
に
写
本
閲
覧
の

貴
重
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
大
本
山
石
山
寺
、
石
山
寺
文

化
財
綜
合
調
査
団
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
ご
尽
力
で
複
写
・
翻
刻

の
許
可
を
賜
っ
た
。
ま
た
同
時
期
に『
仏
地
経
論
疏
』の
調
査
に
入
っ

て
い
た
落
合
俊
典
教
授
に
は
研
究
連
携
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
こ
で
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
の
書
誌
情
報
を
示
す
と

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

［
巻
一
］

体
裁
：
巻
子
本

表
題
：
仏
地
経
論
疏
巻
第
一
（
外
題
箋
）

首
題
：
仏
地
経
論
巻
第
一

尾
題
：
仏
地
経
論
疏
巻
第
一

法
量
：
縦
二
十
七
・
五
糎
、
横
（
原
表
紙
は
七
・
六
糎
、
第
一
紙
か

ら
第
二
十
九
紙
は
五
十
一
～
五
十
二
・
五
糎
、
第
三
十
紙
は

三
十
七
・
八
糎
）
、
行
数
二
十
八
行
内
外
、
字
数
二
十
五
字

内
外
。

紙
数
：
三
十
一
紙
（
原
表
紙
と
本
文
三
十
紙
）
。
た
だ
し
第
四
紙

は
横
三
十
五
・
七
糎
と
横
十
六
・
四
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
継

目
あ
り
。

料
紙
：
榖
紙

界
線
：
淡
墨
界
、
界
高
二
十
三
・
二
糎
、
界
幅
二
・
〇
糎
程
度

備
考
：
朱
筆
（
一
部
、
墨
筆
）
に
て
合
点
・
句
切
点
あ
り
。
尾
題

下
に
朱
筆
に
て
「
信
第
一
了
」

注
釈
対
象
：
玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
巻
一

［
巻
二
］

体
裁
：
巻
子
本

表
題
：
仏
地
経
論
第
二
（
外
題
箋
）

首
題
：
な
し

尾
題
：
仏
地
経
論
巻
第
二

法
量
：
縦
二
十
七
・
五
糎
、
横
（
原
表
紙
な
し
、
第
一
紙
か
ら
第

二
十
七
紙
は
五
十
・
二
～
五
十
二
・
二
糎
〈
た
だ
し
第
十
八
紙

は
四
十
八
・
七
糎
〉
、
第
二
十
八
紙
は
四
十
三
・
三
糎
）
、
行

数
二
十
八
行
内
外
、
字
数
二
十
五
字
内
外

紙
数
：
二
十
八
紙

料
紙
：
榖
紙

界
線
：
淡
墨
界
、
界
高
二
十
三
・
二
糎
、
界
幅
二
・
〇
糎
程
度

備
考
：
朱
筆
（
一
部
、
墨
筆
）
に
て
合
点
・
句
切
点
あ
り
。
巻
末

に
弥
勒
十
願
の
偈
あ
り
。

注
釈
対
象
：
玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
巻
二

［
巻
六
］

体
裁
：
巻
子
本

表
題
：
仏
地
経
論
疏
巻
六
（
外
題
箋
）

首
題
：
仏
地
経
論
疏
巻
第
六

尾
題
：
仏
地
経
論
疏
巻
第
六

法
量
：
縦
二
十
七
・
五
糎
、
横
（
原
表
紙
は
二
十
・
一
糎
、
第
一
紙

か
ら
第
二
十
三
紙
は
五
十
・
二
～
五
十
一
・
九
糎
、
第
二
十
四

紙
は
四
十
七
・
四
糎
、
第
二
十
五
紙
は
四
十
七
・
三
糎
）
、
行

数
二
十
八
行
内
外
、
字
数
二
十
五
字
内
外

紙
数
：
二
十
六
紙
（
原
表
紙
と
本
文
二
十
五
紙
）
。

料
紙
：
榖
紙

界
線
：
淡
墨
界
、
界
高
二
十
三
・
二
糎
、
界
幅
二
・
〇
糎
程
度

備
考
：
朱
筆
（
一
部
、
墨
筆
）
に
て
合
点
・
句
切
点
あ
り
。
巻
末

に
回
向
偈
あ
り
。

注
釈
対
象
：
玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
巻
六
末
～
巻
七

　

こ
の
う
ち
巻
一
尾
題
下
の
「
信
第
一
了
」（
日
本
古
写
経
研
究
所 

令
和
四
年
度
第
一
回
公
開
研
究
会
に
お
い
て
赤
尾
栄
慶
先
生
よ
り
修
正

案
を
ご
提
示
い
た
だ
い
た
）
な
ど
、
再
検
討
を
要
す
る
箇
所
は
残
さ

れ
て
い
る
が
、
す
で
に
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の

大
蔵
経
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国
仏
教
教
学
の
研
究
」
の
構
成
員

（
長
谷
川
・
小
野
嶋
祥
雄
・
村
上
明
也
・
吉
田
慈
順
）が
翻
刻
を
発
表
し
、

出
版
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

　

な
お
『
仏
地
経
論
疏
』
の
翻
刻
研
究
の
成
果
や
現
時
点
で
抽
出

し
て
い
る
教
学
的
特
色
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究

紀
要
』
第
八
号
に
寄
稿
し
た
論
文
に
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
龍
谷
大
学
教
授
）

古
写
経
紹
介

古
写
経
紹
介

石
山
寺
蔵

靖
邁
撰『
仏
地
経
論
疏
』に
つい
て

長
谷
川 

岳
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五
島
美
術
館
の
『
注
金
剛
般
若
経
』
は
巻
首
を
欠
く
日
本
の

古
写
経
で
あ
る
が
、
館
に
入
る
前
は
天
平
写
経
と
さ
れ
て
い

た
。
川
瀬
一
馬
先
生
は
そ
の
見
解
を
正
し
て
「
極
平
安
初
期
」

と
さ
れ
た
。
今
仮
に
八
〇
〇
年
前
後
の
日
本
古
写
経
と
す
る

と
成
立
年
代
や
著
者
な
ど
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

書
写
年
代
は
川
瀬
一
馬
説
に
従
う
が
、
成
立
は
何
時
に
な
る

か
見
て
い
き
た
い
。
本
文
に
は
鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
経
』

に
対
し
て
細
字
双
注
と
し
て
約
五
千
字
の
注
が
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
全
体
の
特
徴
は

１ 

六
朝
期
の
注
釈
書
（
慧
淨
注
等
）
を
参
照
し
な
が
ら
唐
代

の
地
婆
訶
羅
訳
『
金
剛
般
若
経
破
取
着
不
壞
仮
名
論
』

（
六
八
三
年
訳
）
を
基
軸
と
し
て
い
る
。

２ 

経
本
文
に
冥
司
偈
六
二
文
字
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら

八
二
二
年
以
前
の
成
立
と
想
定
さ
れ
る
。

３ 

目
録
類
か
ら
著
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

４ 

後
代
の
『
金
剛
般
若
経
』
注
釈
書
等
に
は
引
用
さ
れ
た
足

跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。

５ 

巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
願
文
（
此
經
第
一
義　

非
愚
所
能
曉　

聞
之
於
智
者　

是
故
略
解
説　

願
以
此
功
德　

廣
利
諸
群
生　

永
斷
衆
迷
執　

速
成
無
上
道
）
は
注
釈
者
を
推
測
す
る
重
要

な
手
掛
か
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
注
を
施
す
上
で
既
往
の
注
釈
書
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ

と
は
常
識
的
方
法
で
あ
る
。
そ
の
点
慧
淨
撰
『
金
剛
経
註
疏
』

三
巻
の
引
用
参
照
は
定
石
で
あ
る
。『
注
金
剛
般
若
経
』
の

一
大
特
徴
は
ま
さ
に
地
婆
訶
羅
訳
『
金
剛
般
若
経
破
取
着
不
壞

仮
名
論
』
に
多
々
依
拠
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
五
島

美
術
館
蔵
本
の
四
三
五
行
に
は
経
典
本
文
を
注
し
て
、

法
性
者
如
何
。
諸
佛
具
丈
夫
相
而
證
菩
提
。
今
釋
此
疑
。

（
法
性
と
は
如
何
。
諸
佛
、
丈
夫
相
を
具
し
て
菩
提
を
證
す
る
な

り
。
今
、
此
の
疑
を
釈
す
。）

と
あ
る
箇
所
は
、
実
は
地
婆
訶
羅
訳
文
と
文
が
相
似
し
て
い
る
。

地
婆
訶
羅
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
破
取
著
不
壞
仮
名
論
』

（
六
八
三
訳
）
に

復
次
疑
曰
。
若
智
亦
不
能
知
法
性
者
。
如
何
諸
佛
具
丈

夫
相
而
證
菩
提
。（『
大
正
蔵
』
二
五
・
八
九
五
下
・
一
五
〜

一
六
）

（
宇
井
伯
壽
訳
「
二
十
一
」
復
次
に
、
疑
う
て
曰
く
、
若
し
智
も

亦
法
性
を
知
る
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、
如
何
が
諸
佛
は
丈
夫
相
を

具
し
て
而
し
て
菩
提
を
證
せ
ん
や
。）

と
あ
る
。
注
釈
者
は
地
婆
訶
羅
訳
本
の
「
不
能
知
法
性
者
」
の

「
不
能
知
」
を
除
い
て
「
法
性
者
如
何
」
と
大
胆
な
換
骨
奪
胎

を
し
て
註
し
て
い
る
。
こ
の
点
問
題
が
残
る
が
、
地
婆
訶
羅
訳

本
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。「
今
釋
此
疑
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
地
婆
訶
羅
訳
本
に
あ
る
「
復
次
疑
曰
」

を
解
釈
し
た
の
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

次
に
、
通
常
鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
経
』
敦
煌
本
の
書
写

年
代
判
定
に
お
い
て
は
冥
司
偈
の
六
二
文
字
を
用
い
る
。
本

書
に
は
霊
幽
法
師
が
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
、
羅
什
訳
『
金
剛

般
若
経
』
経
典
本
文
に
付
加
し
た
と
い
う
「
冥
司
偈
」
が
見
ら

れ
な
い
の
で
そ
れ
以
前
の
写
本
と
見
な
し
て
相
違
な
い
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

　

三
番
目
に
、
目
録
等
か
ら
想
定
さ
れ
る
著
者
を
唐
代
に
限
定

す
る
と

①
褚
亮
撰
『
金
剛
般
若
経
註
』
一
巻
（『
東
域
伝
灯
目
録
』）
。

②
玄
範
撰
『
註
金
剛
般
若
経
』
一
巻
（『
新
唐
書
』「
芸
文
志
」

四
九
。『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
）
。

③
道
世
撰
『
金
剛
経
集
註
』
三
巻
（『
宋
高
僧
伝
』
巻
四
）
。

④
王
潔
撰
『
金
剛
般
若
経
註
』
一
巻
（『
常
曉
和
尚
請
来
目
録
』

巻
一
）
。

⑤
韋
宗
卿
『
金
剛
経
註
』
二
巻
（『
義
天
録
』
巻
一
）
。

⑥
韋
諗
撰
『
金
剛
般
若
註
』
一
巻
（
七
寺
蔵
『
古
聖
教
目
録
』）
。

⑦
牛
頭
山
融
和
尚
『
同
註
』
一
巻
（『
東
域
伝
灯
目
録
』）
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
詳
し
い
検
討
は
省
く
が
、
可
能
性
と
し

て
残
る
の
は
一
般
知
識
人
（
士
大
夫
）
の
韋
宗
卿
（
～
八
〇
二
）

た
だ
一
人
と
な
る
。
し
か
し
、
唐
代
の
仏
教
研
究
盛
ん
な
中
に

あ
っ
て
、
果
た
し
て
イ
ン
ド
仏
教
の
先
端
的
研
究
を
取
り
入
れ

た
『
注
金
剛
般
若
経
』
を
撰
述
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
疑
問
符
が

残
る
。

四
番
目
で
は
、
後
代
つ
ま
り
八
世
紀
を
含
め
て
後
代
の

『
金
剛
般
若
経
』
注
釈
書
に
は
恐
ら
く
本
書
の
引
用
は
見
ら
れ

な
い
。
引
用
箇
所
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
詳
説
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
。

五
番
目
と
し
て
願
文
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
明
確
で
あ
る
。

「
此
の
経
は
第
一
義
（
諦
）
な
り
。
愚
（
私
）
の
能
く
曉
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。
之
を
智
者
よ
り
聞
け
り
。
是
の
故
に

略
ぼ
解
説
す
る
な
り
。
願
わ
く
は
此
の
功
德
を
以
て
、
広
く

諸
々
の
群
生
を
利
し
、
永
く
衆
（
生
）
の
迷
執
を
断
じ
て
、
速

や
か
に
無
上
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
。」
と
あ
る
。
智
者
と
は
誰

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
経
に
明
る
い
学
僧
で
あ
っ
た
ろ
う
。

願
文
に
あ
る
「
第
一
義
」
は
中
観
仏
教
で
主
張
さ
れ
る
真
俗
二

諦
の
真
諦
を
示
す
語
彙
に
他
な
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
は
新
思
潮

を
取
り
入
れ
た
『
金
剛
般
若
経
』
の
注
釈
書
を
期
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
七
、八
世
紀
の
唐
代
に
あ
っ
て
三
論
宗
以
外
に

イ
ン
ド
中
観
派
の
新
思
潮
を
理
解
す
る
集
団
は
知
ら
れ
て
い

な
い
。
し
て
み
る
と
三
論
宗
の
誰
か
が
関
与
し
た
と
な
る
が
、

七
世
紀
頃
か
ら
衰
微
し
て
い
く
三
論
宗
の
中
に
こ
の
流
れ
を

受
容
す
る
余
裕
が
果
た
し
て
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の

研
究
に
俟
ち
た
い
。

（
本
学
教
授
）

五
島
美
術
館
蔵

 
『
注
金
剛
般
若
経
』落

合 

俊
典
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ト
ピ
ッ
ク

版
本
大
蔵
経
と
智
洞
、
そ
し
て
順
藝

万
波 

寿
子

　

天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
、
明
の
嘉
興
蔵
大
蔵
経
を
底
本
と

し
て
、
黄
檗
版
大
蔵
経
が
開
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
近
世
仏
教
に

と
っ
て
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。
誰
も
が
大
蔵
経
を
博
捜

し
、
参
照
・
引
用
で
き
る
は
じ
め
て
の
時
代
が
来
た
の
だ
。

　

も
と
よ
り
、
黄
檗
版
は
底
本
で
あ
る
嘉
興
蔵
に
倣
っ
て
冊
子

体
で
使
い
や
す
く
、
整
版
印
刷
に
拠
る
た
め
そ
の
テ
キ
ス
ト
だ
け

で
な
く
版
式
も
不
変
だ
。
そ
れ
ま
で
の
大
蔵
経
は
基
本
的
に
は

巻
子
装
か
折
本
装
で
取
り
扱
い
が
不
便
だ
っ
た
上
、
入
手
も
困

難
で
あ
っ
た
。
頒
布
さ
れ
た
黄
檗
版
の
総
数
は
江
戸
時
代
を
通

じ
て
二
〇
〇
〇
蔵
を
越
え
、
当
時
い
よ
い
よ
隆
盛
と
な
っ
た
町

版
（
民
間
の
出
版
物
）
の
仏
書
出
版
の
盛
行
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

日
本
史
上
初
め
て
、
宗
派
や
学
問
分
野
を
越
え
て
利
用
可
能
な

近
世
仏
教
学
の
基
盤
が
出
現
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
基
盤
で
学
び
、
そ
し
て
そ
れ
を
超
え
よ
う
と

し
た
江
戸
中
後
期
の
学
僧
桃
華
坊
智
洞
と
、
幕
末
の
学
僧
丹
山

順
藝
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

　

桃
華
坊
智
洞
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
五
）
は
、
江
戸
時
代
最
大

の
宗
教
騒
乱
三
業
惑
乱
の
責
任
者
と
さ
れ
て
獄
死
し
た
人
物
と

し
て
近
世
史
に
名
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
裏
で
、
彼

は
近
世
仏
教
学
の
上
に
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
業
績
を
残
し
た
。

そ
れ
が
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
成
立
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存

目
録
』
五
巻
だ
。
一
見
、
単
な
る
西
本
願
寺
檀
林
の
蔵
書
目
録

な
の
だ
が
、
こ
の
本
に
は
智
洞
の
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
檀
林
の
書
庫
と
は
別
の
場
所
に
収
め

ら
れ
て
い
た
嘉
興
蔵
が
学
林
蔵
書
と
混
ぜ
ら
れ
（
図
一
）
、
浄
土

教
を
中
心
と
し
た
配
列
に
並
び
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

つ
ま
り
彼
が
示
し
た
の
は
、
日
本
人
の
著
作
を
含
め
当
時
利
用

可
能
な
仏
書
を
独
自
に
配
置
し
た
、
い
わ
ば
総
計
四
五
七
七
部

の
新
し
い
仏
教
体
系
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
発
想
は
、
現
代
の

仏
教
学
に
は
見
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
一
人
紹
介
す
る
の
は
、
東
本
願
寺
檀
林
の
学
僧
丹
山
順
藝

（
一
七
八
五
～
一
八
四
七
）
で
あ
る
。
そ
の
学
問
の
特
徴
は
、
抜

群
の
学
力
で
経
文
の
文
字
を
徹
底
的
に
突
き
詰
め
、
原
典
を
追

求
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
窺
基
撰
『
金
剛
般
若
論
会
釈
』

三
巻
の
諸
本
を
集
め
六
校
も
し
て
い
る
。
ま
た
当
時
不
可
侵
の

聖
典
と
さ
れ
た
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
復
元
も
試
み
た
と
見

ら
れ
る
。

　

強
い
探
究
心
を
持
っ
た
順
藝
は
、
既
存
の
黄
檗
版
に
満
足
せ

ず
、
当
時
最
高
の
本
文
を
持
つ
と
さ
れ
た
建
仁
寺
の
高
麗
版
大

蔵
経
の
閲
覧
を
願
い
出
る
。
不
屈
の
情
熱
で
建
仁
寺
か
ら
許
可

を
取
り
付
け
、
檗
蔵
と
対
校
す
る
こ
と
三
回
に
及
ん
だ（
図
二
）。

江
戸
中
期
に
同
じ
建
仁
寺
高
麗
蔵
を
校
合
し
た
忍
徵
よ
り
も
文

字
を
正
確
に
写
し
て
お
り
、
順
藝
を
手
伝
っ
た
僧
香
厳
は
「
高

麗
寺
一
本
建
立
せ
し
か
如
」
く
で
あ
っ
た
と
称
賛
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

　

面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
順
藝
は
自
身
の
蔵
書
目
録
を
作
る
に

あ
た
り
、
智
洞
の
『
龍
谷
学
黌
内
典
現
存
目
録
』
の
構
成
を
採

用
し
て
い
る
。
智
洞
と
順
藝
、
こ
の
二
人
に
共
通
す
る
も
の
。

そ
れ
は
彼
ら
が
卓
越
し
た
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
、
黄
檗

版
大
蔵
経
（
智
洞
の
場
合
は
そ
の
底
本
の
嘉
興
蔵
）
や
、
あ
ふ
れ
る

町
版
仏
書
と
い
う
基
盤
を
足
が
か
り
に
、
さ
ら
に
進
化
し
よ
う

と
い
う
近
世
仏
教
学
独
特
の
態
度
で
あ
る
と
思
う
。
智
洞
が
提

示
し
た
の
は
、
嘉
興
蔵
を
内
に
と
り
こ
ん
で
こ
そ
初
め
て
可
能

な
仏
教
の
大
系
で
あ
る
。
順
藝
が
試
み
た
の
は
、
既
存
の
黄
檗

版
の
テ
キ
ス
ト
に
満
足
し
な
い
、
よ
り
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
徹

底
し
て
追
求
し
よ
う
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。

（
鶴
見
大
学　

専
任
講
師
）図二　順藝校訂『大般若経』部分

   （大谷大学図書館所蔵）

図一　『龍谷学黌内典現存目録』部分（龍谷大学大宮図書館所蔵）
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親
鸞
の
参
照
し
た
一
切
経

深
見 

慧
隆

浄
土
真
宗
の
開
祖
と
さ
れ
る
親
鸞
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
二
）

は
数
多
く
の
著
作
や
書
写
本
を
書
き
遺
し
て
い
る
が
、
と
り
わ

け
生
涯
に
わ
た
っ
て
最
も
心
血
を
注
い
だ
書
が
『
顕
浄
土
真
実

教
行
証
文
類
』（
以
下
『
教
行
信
証
』）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
教
行
信
証
』
に
は
親
鸞
の
自
筆
本
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
自
筆

本
は
坂
東
本
と
も
呼
ば
れ
、
親
鸞
が
関
東
在
住
時
代
に
作
成
し

た
草
稿
本
を
六
十
歳
頃
に
転
写
し
た
後
、
晩
年
の
八
十
四
、五

歳
頃
ま
で
加
筆
訂
正
を
続
け
た
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
教
行
信
証
』
は
「
文
類
」
の
題
が
示
す
よ
う
に
、
内
容

の
約
八
割
が
引
用
文
で
構
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
約
六
十
種
類
の

仏
典
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
教

行
信
証
』
の
執
筆
を
巡
っ
て
は
「
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
仏
典
群
を

参
照
し
た
の
か
」
と
い
っ
た
問
題
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
先
行

研
究
で
は
親
鸞
の
史
実
や
伝
承
な
ど
か
ら
「
関
東
在
住
時
代
に

鹿
島
神
宮（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）や
鎌
倉
明
王
院（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

な
ど
で
宋
版
大
蔵
経
（
思
渓
版
）
を
参
照
し
た
」
と
い
う
見
解
も

あ
る
が
、
直
接
的
な
証
拠
は
な
く
、
そ
の
実
情
は
明
ら
か
と
な
っ

て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
検
討
す
べ
き
は
、
親
鸞
が
実

際
に
引
用
し
た
仏
典
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
仏
典
群
で
、
い
つ

頃
に
参
照
し
た
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
引
用
仏
典
の
本
文
に
つ
い
て
は
文
字
の
異
同
が
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
存
在
す
る
こ
と
が
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
様
々
な

見
解
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
異
同
に
関
し
て
は
、
例
え
ば

①
親
鸞
の
誤
写
や
誤
認
に
よ
る
も
の
、
②
親
鸞
の
意
図
的
な

改
変
に
よ
る
も
の
、
③
親
鸞
の
参
照
し
た
底
本
に
よ
る
も
の
、
と

い
っ
た
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
親
鸞
の
参
照
し
た

宋
版
大
蔵
経
の
影
響
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
❶
誤
植
や
誤
記
の
問
題
が
あ
る

『
大
正
蔵
』
な
ど
の
活
字
本
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
、
❷
親
鸞
が

当
時
参
照
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
仏
典
群
に
日
本
古
写
経
が
想

定
さ
れ
て
い
な
い
点
、
❸
親
鸞
の
書
写
時
期
や
改
訂
跡
が
無
視

さ
れ
て
い
る
点
が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
❸
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
親
鸞
の
筆
跡
研
究
が
進
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
筆

跡
の
変
遷
に
応
じ
て
親
鸞
五
十
八
〜
六
十
三
歳
頃
の
「
前
期
筆

跡
」
、
親
鸞
七
十
〜
七
十
五
歳
頃
の
「
中
期
筆
跡
」
、
親
鸞
八
十

歳
以
降
の
「
後
期
筆
跡
」
に
大
き
く
分
類
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
が
引
用
す
る
際
に
依
拠
し

た
仏
典
が
時
代
ご
と
で
種
類
が
異
な
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
親

鸞
の
引
用
仏
典
の
本
文
を
筆
跡
年
代
ご
と
に
区
分
し
た
う
え
で

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、比
較
サ
ン
プ
ル
の
多
い『
涅
槃
経
』

に
注
目
し
た
。『
涅
槃
経
』
は
『
教
行
信
証
』
以
外
に
も
、
前
期
筆

跡
の
『
見
聞
集
』
や
中
期
筆
跡
の
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
と
い
っ

た
親
鸞
自
筆
本
の
中
で
数
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
の
依

拠
し
た
テ
ク
ス
ト
を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、『
教
行
信

証
』
に
お
い
て
も
中
期
筆
跡
の
貼
り
紙
や
後
期
筆
跡
の
大
幅
な

改
訂
が
み
ら
れ
、
親
鸞
が
執
筆
当
初
に
依
拠
し
た
テ
ク
ス
ト
と

は
異
な
る
も
の
を
用
い
て
本
文
を
改
訂
し
て
い
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
で
は
、
親
鸞
自
筆
本
の
『
涅
槃
経
』
引
用
文
を
筆
跡
年

代
ご
と
に
分
類
し
た
う
え
で
、
親
鸞
が
当
時
参
照
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
『
涅
槃
経
』
諸
本
の
本
文
と
比
較
検
討

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
前
期
筆
跡
の
『
見
聞
集
』
は
日
本
古

写
経
の
南
本
『
涅
槃
経
』
の
本
文
と
最
も
近
し
く
、
中
期
筆
跡

の
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
は
福
州
版
の
北
本
『
涅
槃
経
』
の
本

文
と
最
も
近
し
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
加
え
て
、『
教
行

信
証
』
は
前
期
筆
跡
箇
所
で
は
日
本
古
写
経
の
南
本
『
涅
槃
経
』

の
本
文
に
近
し
く
、
そ
れ
以
降
の
改
訂
が
見
ら
れ
る
筆
跡
箇
所

で
は
日
本
古
写
経
の
南
本
『
涅
槃
経
』
だ
け
で
な
く
、
福
州
版

や
思
渓
版
の
北
本
『
涅
槃
経
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
は
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
南
本

『
涅
槃
経
』
を
主
に
受
容
し
て
い
た
が
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
当

時
の
最
先
端
で
あ
っ
た
宋
代
の
北
本
『
涅
槃
経
』
を
取
り
入
れ
、

適
宜
『
涅
槃
経
』
本
文
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
広
い
視
点
で
考
え
る
な
ら
ば
、『
教
行
信
証
』
は
当
時
の

日
本
仏
教
に
お
い
て
、
日
本
古
写
経
か
ら
刊
本
大
蔵
経
へ
と
展

開
し
て
い
く
過
渡
期
の
様
相
を
呈
し
た
極
め
て
貴
重
な
書
で
あ

る
と
い
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
本
学
研
究
生
）

親鸞における『涅槃経』諸本の受容過程

『見聞集』

『大般涅槃経要文』

『教行信証』

【前期筆跡】
五十八～六十三歳頃

日本古写経の
南本『涅槃経』
に最も近しい

福州版の
北本『涅槃経』
に最も近しい

福州版や思渓版の
北本『涅槃経』の影響

判断不可

【後期筆跡】
八十歳以降

【中期筆跡】
七十～七十五歳頃

日本古写経の
南本『涅槃経』
に最も近しい

10 いとくら　



既
刊
書

○『
い
と
く
ら
』１
～
11
号 

（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

学
術
成
果
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
連
絡
先
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊 
（
非
売
品
）

　

第
１
輯
『
玄
應
撰
一
切
經
音
義
二
十
五
卷
』

　

第
２
輯
『
大
乘
起
信
論
』

　

第
３
輯
『
金
剛
寺
藏 

觀
無
量
壽
經

  　
　
　
　

無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
註
卷
下
』

　

第
４
輯
『
集
諸
經
禮
懺
儀
卷
下
』

　

第
５
輯
『
書
陵
部
藏 

無
量
壽
經
記

  　
　
　
　
身
延
文
庫
藏 

無
量
壽
經
述
記
』

　

第
６
輯
『
金
剛
寺
藏 

寶
篋
印
陀
羅
尼
經
』

　

第
７
輯
『
國
際
佛
教
學
大
學
院
大
學
藏 

金
剛
寺
藏

  　
　
　
　

摩
訶
止
觀 

卷
第
一
』

　

第
８
輯
『
續
高
僧
傳 

卷
四 

卷
六
』

　

第
９
輯
『
高
僧
傳 

卷
五

  　
　
　
　

續
高
僧
傳 

卷
二
八 

卷
二
九 

卷
三
〇
』

　

第
10
輯
『
法
道
寺
蔵
天
平
写
経 

雑
阿
含
経
巻
第
三
十
六

  　
　
　
　
岩
屋
寺
蔵
思
渓
版 

高
僧
伝
巻
第
一
』

○『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』〈
改
訂
版
〉（
非
売
品
）

　

本
書
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

学
術
成
果
コ
レ
ク
シ
ョン
」
上
か
ら
ダ
ウ
ンロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○�

『
佛
教
文
獻
と
文
学　

   

日
臺
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録 

２
０
０
７
』（
非
売
品
）

○�『
愛
知
県
新
城
市
徳
運
寺
古
写
経
調
査
報
告
書　

徳
運
寺
の
古
写
経
』（
非
売
品
）

○�『
古
写
経
研
究
の
最
前
線

   

―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
資
料
集
成
―
』（
非
売
品
）

○�『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

   

東
ア
ジ
ア
仏
教
写
本
研
究
』（
非
売
品
）

○�『
根
津
美
術
館
蔵「
春
日
若
宮
大
般
若
経
お
よ
び
厨
子
」

調
査
報
告
書
』（
非
売
品
）

ス
タ
ッ
フ
紹
介

研
究
所
所
長

落
合
俊
典（
本
学
教
授
・
理
事
長
）

研
究
所
兼
任
研
究
員

藤
井
教
公（
本
学
教
授・学
長
）

デ
レ
ア
ヌ 

フ
ロ
リ
ン（
本
学
教
授・本
学
附
属
図
書
館
館
長
）

斉
藤　

明（
本
学
教
授・本
学
附
置
国
際
仏
教
学
研
究
所
所
長
）

幅
田
裕
美（
本
学
教
授
）

池　

麗
梅（
本
学
教
授
）

末
木
康
弘（
本
学
仏
教
書
誌
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任
研
究
員
）

斉
藤
達
也（
本
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

池
田
道
浩（
本
学
付
属
図
書
館
員
）

興
津
香
織（
本
学
付
属
図
書
館
員
）

信
賀
加
奈
子（
本
学
付
属
図
書
館
員
）

堀
伸
一
郎（
本
学
附
置
国
際
仏
教
学
研
究
所
副
所
長
）

特
別
研
究
員

赤
尾
栄
慶（
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
）

牧
野
和
夫（
実
践
女
子
大
学
研
究
推
進
機
構
研
究
員
）

学
内
研
究
協
力
者

赤
塚
祐
道（
本
学
特
任
研
究
員
）

青
木
佳
伶（
本
学
特
任
研
究
員
）

研
究
員（
PD
）

前
島
信
也

本
号
の
編
輯
担
当

前
島
信
也

 　

       　
（
令
和
5
年
3
月
現
在
）
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